
    

　
漁
民
に
よ
る
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
、「
森
は
海
の

恋
人
」
運
動
を
始
め
て
二
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。 

　
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
コ
ナ
ラ
・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・

ガ
マ
ズ
ミ
・
マ
ン
サ
ク
・
カ
ツ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉

樹
を
約
五
万
本
植
え
、
そ
の
地
を
「
牡
蠣
の
森
」
と

命
名
し
た
。 

　
当
初
、
森
と
海
を
つ
な
ぐ
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
全
く
知

ら
な
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
近
年
、
鉄
分
の
存

在
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。

知
ら
れ
ざ
る
鉄
の
科
学
に
挑
戦
し
て
み
た
い
。 

    

　
牡
蠣
の
漁
場
は
ど
こ
で
も
、
河
川
水
が
流
入
す
る

汽
水
域
（
淡
水
と
海
水
が
混
じ
る
海
域
）
に
形
成
さ

れ
て
い
る
。
日
本
一
の
産
地
で
あ
る
広
島
は
、
太
田

川
が
注
ぐ
大
汽
水
域
で
あ
る
。
第
二
位
は
宮
城
で
、

北
上
川
が
流
入
し
て
い
る
。 

　
三
陸
リ
ア
ス
式
海
岸
の
気
仙
沼
湾
に
は
大
川
が

注
い
で
い
る
。 

　
リ
ア
ス
式
海
岸
の
リ
ア
ス
と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
潮

入
り
川
」
を
意
味
す
る
。
ギ
ザ
ギ
ザ
の
海
岸
は
、
元
々

は
川
が
削
っ
た
谷
な
の
で
あ
る
。
今
か
ら
十
万
年
前

の
氷
河
期
は
、
海
の
水
位
が
今
よ
り
百
五
十
メ
ー
ト

ル
も
退
い
て
い
た
。
約
一
万
年
前
、
地
球
は
暖
か
く

な
り
、
海
の
水
位
が
上
昇
し
、
川
が
削
っ
た
谷
に
海

が
浸
入
し
て
き
た
。「
縄
文
海
進
」
と
呼
ば
れ
る
時

代
で
あ
る
。 

　「
リ
ア
ス
」
の
語
源
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
「
リ
オ
（
川
）」

で
あ
る
。
つ
ま
り
リ
ア
ス
式
海
岸
と
は
、
森
と
川
と

海
と
が
一
つ
に
な
っ
た
地
形
な
の
で
あ
る
。 

　
三
陸
海
岸
が
、
そ
の
中
心
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

ス
ペ
イ
ン
の
西
方
、
大
西
洋
に
面
し
た
ガ
リ
シ
ア
地

方
が
本
家
本
元
だ
っ
た
。
十
年
前
に
訪
れ
て
み
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
養
殖
漁
業
が
広
が
っ
て

い
た
。 

　
牡
蠣
の
餌
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。
河

川
水
が
流
入
す
る
海
と
流
入
し
な
い
海
と
で
は
、
生

･･･ 
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在
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。

知
ら
れ
ざ
る
鉄
の
科
学
に
挑
戦
し
て
み
た
い
。 

　入
り
川
」
を
意
味
す
る
。
ギ
ザ
ギ
ザ
の
海
岸
は
、
元
々

は
川
が
削
っ
た
谷
な
の
で
あ
る
。
今
か
ら
十
万
年
前

 

　
牡
蠣
の
餌
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。
河

川
水
が
流
入
す
る
海
と
流
入
し
な
い
海
と
で
は
、
生

物
生
産
量
は
大
き
く
変
わ
る
。
東
京
湾
と
鹿
児
島
湾

の
比
較
が
解
り
や
す
い
。
両
湾
は
、
湾
の
面
積
が
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

　「
青
い
海
の
鹿
児
島
湾
と
東
京
湾
と
で
は
、
ど
ち

ら
の
方
が
、
お
魚
が
捕
れ
ま
す
か
」
と
子
ど
も
た
ち

に
問
う
と
、
ほ
と
ん
ど
が
「
青
い
海
の
鹿
児
島
湾
」

と
答
え
る
。
と
こ
ろ
が
汚
れ
に
汚
れ
た
と
思
っ
て
い

る
東
京
湾
の
方
が
、
三
十
倍
も
漁
獲
量
が
多
い
の
で

あ
る
。 

　
鹿
児
島
湾
は
火
山
の
爆
発
で
で
き
た
の
で
大
き

な
川
が
流
入
し
て
い
な
い
。
東
京
湾
に
は
、
十
六
本

の
川
が
注
ぎ
、
二
年
で
巨
大
な
湾
が
真
水
に
な
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
水
量
で
あ
る
。 

　
東
京
湾
の
背
景
は
武
蔵
野
の
雑
木
林
で
あ
る
。
つ

ま
り
江
戸
前
の
魚
介
類
は
森
と
川
の
恵
み
だ
と
捉

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。 

      

　
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
を
し
て
み
よ
う
。 

　
例
え
ば
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
魚
が
育
つ
に
は
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
小
魚
が
。
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
魚
に
は

百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
。
百
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
は
一
千
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
必
要
で
あ
る
。
基
礎

生
産
生
物
で
あ
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
重
要
性

が
お
解
り
だ
と
思
う
。 

　
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖
に
は
、
基
本
的
に
陸

の
植
物
と
同
じ
で
、
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
な
ど
の
栄
養
塩

が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
鉄
分
が
必
須
の
養
分
で

あ
る
。 

　
例
え
ば
、
松
の
盆
栽
を
愛
で
て
、
そ
の
葉
の
緑
が

悪
く
な
る
と
古
釘
を
刺
し
て
回
復
を
促
す
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
限
ら
れ
た
土
中
に
鉄
分
を
供
給

し
て
や
る
の
だ
。 

　
東
北
で
は
冬
に
雪
が
降
る
と
、
崖
の
赤
土
を
ソ
リ

に
積
ん
で
運
び
水
田
に
入
れ
た
も
の
だ
。
こ
れ
を
「
客

土
」
と
い
う
。 

　
農
民
は
、
耕
地
に
鉄
分
が
少
な
く
な
る
と
、
作
物

の
肥
料
の
吸
収
が
悪
く
な
る
こ
と
を
経
験
的
に
知

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
海
で
は
、
チ
ッ
ソ
は
硝
酸
塩
、
リ
ン
は
リ
ン
酸
塩

と
い
う
形
で
水
に
溶
け
て
い
る
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
海
藻
な
ど
が
こ
れ
ら
を
吸
収
す
る
時
、
還
元
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
還
元
酵
素
が
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
、
触
媒
の
よ
う
な
形
で
少

量
だ
が
鉄
分
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

　
一
般
的
に
地
球
は
「
水
の
惑
星
」
と
い
わ
れ
る
が
、

実
は
「
鉄
の
惑
星
」
な
の
で
あ
る
。
地
球
を
構
成
し

て
い
る
物
質
の
三
十
五
％
は
鉄
だ
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、

陸
で
は
鉄
不
足
は
あ
ま
り
お
こ
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が

海
で
は
極
端
に
不
足
し
て
い
る
。 

　
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
地
球
の
歴
史
を
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
四
十
六
億
年
前
に
地
球
が
誕
生
し
た
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
頃
は
熱
い
球
体
だ
っ
た
。
や
が
て
冷
え

て
く
る
と
雨
が
降
り
始
め
た
。
こ
の
雨
は
酸
性
雨
で

あ
っ
た
。
酸
は
鉄
を
溶
か
す
。
原
初
の
地
球
に
誕
生

し
た
海
に
溶
け
て
い
た
成
分
は
圧
倒
的
に
鉄
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
当
時
、
大
気
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
酸
素
が
存
在
し

な
か
っ
た
の
で
鉄
は
イ
オ
ン
の
形
で
水
に
溶
け
て

い
た
。
約
十
億
年
後
、
海
中
に
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア

と
い
う
光
合
成
を
行
う
藍
色
細
菌
が
出
現
す
る
。
二

酸
化
炭
素
を
固
定
化
し
、
酸
素
を
放
出
し
た
の
で
あ

る
。
海
中
の
鉄
イ
オ
ン
は
酸
化
さ
れ
、
粒
子
と
な
っ

て
海
底
に
沈
降
し
た
。 

　
こ
う
し
て
十
五
億
年
が
経
過
し
、
海
か
ら
鉄
が
取

り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
約
五
十
年
前
か
ら
海
洋
科
学
の
分
野
で
大
き
な

謎
が
あ
っ
た
。「
Ｈ
Ｎ
Ｌ
Ｃ
（H

igh N
utrient Low

 

C
hlorophyll

）
海
域
」
の
存
在
で
あ
る
。
チ
ッ
ソ
・

リ
ン
な
ど
の
栄
養
塩
が
豊
富
な
の
だ
が
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
発
生
が
少
な
い
広
大
な
海
域
が
あ
る

の
だ
。 

　
南
極
海
、
赤
道
海
域
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
付
近
、

ア
ラ
ス
カ
湾
な
ど
で
あ
る
。
生
物
学
者
は
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
、
牛
が
牧
草
を
食
べ
る
よ
う
に
、
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
捕
食
す

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い
た
。 

　
こ
の
謎
が
解
明
さ
れ
た
の
は
二
十
年
前
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
海
洋
化
学
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
チ

ン
博
士
の
功
績
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
域
の
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
発
生
の
鍵
を
握
る
物
質
が
鉄
だ
っ
た

の
で
あ
る
。 

　
マ
ー
チ
ン
博
士
は
、
海
水
中
の
微
量
金
属
の
分
析

で
は
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
で

も
あ
っ
た
。 

　
な
ん
と
、
外
海
の
鉄
濃
度
は
、
海
水
一
リ
ッ
ト
ル

中
、
十
億
分
の
一
グ
ラ
ム
と
い
う
微
量
の
世
界
だ
っ

海 

は 

貧 

鉄
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た
の
で
あ
る
。 

　
ア
ラ
ス
カ
湾
も
Ｈ
Ｎ
Ｌ
Ｃ
海
域
で
あ
る
。
深
層
水

が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
で
、
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
濃
度

が
高
い
。
し
か
し
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
は

少
な
い
。 

　
と
こ
ろ
が
北
太
平
洋
は
日
本
に
近
づ
く
ほ
ど
、
チ

ッ
ソ
・
リ
ン
・
鉄
濃
度
が
低
く
な
り
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
発
生
は
多
く
な
る
。
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
巻

き
上
る
黄
砂
が
鉄
を
供
給
し
、
光
合
成
が
起
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
マ
ー
チ
ン
博
士
は
、

大
陸
起
源
の
風
塵
が
海
に
鉄
を
供
給
し
、
そ
の
増
減

が
地
球
の
気
候
変
動
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と

予
測
し
た
。 

　
南
極
大
陸
の
氷
柱
の
分
析
か
ら
、
も
っ
と
も
近
い

氷
河
期
に
は
、
鉄
を
含
ん
だ
風
塵
が
今
よ
り
十
〜
二

十
倍
多
く
飛
ん
で
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。 

　
鉄
の
科
学
抜
き
に
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
語
れ
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
こ
の

視
点
で
研
究
し
て
い
る
学
者
は
極
端
に
少
な
い
。
化

学
者
の
眼
で
生
物
を
視
る
と
い
う
境
界
学
問
だ
か

ら
で
あ
る
。 

      

　
漁
民
に
よ
る
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
は
、
気
仙
沼
湾

に
注
ぐ
大
川
流
域
の
開
発
に
よ
る
河
川
水
の
汚
れ

に
よ
り
生
産
力
を
失
っ
た
海
の
復
活
が
目
的
で
あ

っ
た
。 

　
と
こ
ろ
が
当
時
、
森
林
が
海
に
と
っ
て
ど
ん
な
存

在
で
あ
る
か
を
研
究
す
る
学
者
は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。 

　
全
く
偶
然
に
一
九
九
〇
年
、
北
海
道
大
学
水
産
学

部
教
授
の
松
永
勝
彦
先
生
（
現
四
日
市
大
学
教
授
）

と
出
会
っ
た
。 

　
松
永
先
生
は
立
命
館
大
学
出
身
で
海
水
中
の
微

量
金
属
の
分
析
が
専
門
の
化
学
者
で
あ
る
。
水
俣
病

の
原
因
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
頃
、
海
水
中
の
水

銀
の
量
を
世
界
で
初
め
て
正
確
に
計
測
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
、
総
合
学
術
雑
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
二

回
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

　
北
海
道
大
学
で
微
量
金
属
が
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
海
藻
の
生
育
に
ど
う
関
わ
る
か
、
と
い
う
海
洋

化
学
講
座
を
担
当
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
化
学
者
の
眼

で
生
物
を
視
る
と
い
う
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
チ
ン
博
士
の

流
れ
を
汲
む
学
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
特
に
北
海
道
の
日
本
海
側
の
沿
岸
が
「
磯
焼
け
」

と
い
っ
て
海
藻
の
無
い
、
石
灰
藻
に
覆
わ
れ
て
い
る

現
状
に
つ
い
て
、
森
林
か
ら
川
を
通
し
て
流
れ
て
く

る
鉄
分
不
足
が
大
き
な
要
因
と
い
う
説
を
発
表
し
た
。 

　
そ
れ
ま
で
生
物
学
者
は
、
ウ
ニ
の
食
圧
が
原
因
な

の
で
、
ウ
ニ
を
除
去
し
な
い
と
コ
ン
ブ
の
森
は
復
活

し
な
い
と
主
張
し
て
い
た
の
で
論
争
と
な
っ
た
、 

　
漁
師
は
、
昔
は
ウ
ニ
が
溢
れ
て
い
て
、
コ
ン
ブ
も

茂
っ
て
い
た
。
コ
ン
ブ
の
生
育
が
何
か
の
原
因
で
弱

ま
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
考
え
、
ウ
ニ
だ
け
が
原
因

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。 

　
一
般
的
に
、
川
が
流
入
す
る
海
と
、
塩
水
だ
け
の

海
と
で
は
生
物
生
産
量
は
約
三
十
倍
違
う
と
い
わ

れ
て
い
た
。
特
に
牡
蠣
の
産
地
は
全
世
界
、
河
川
水

が
流
入
し
て
い
る
汽
水
域
な
の
で
、
私
も
ウ
ニ
説
に

は
疑
問
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

　
松
永
先
生
の
説
明
を
受
け
て
、
植
物
と
鉄
の
関
わ

り
の
知
識
を
得
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
鉄
を

体
内
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
、
植
物
は
チ
ッ
ソ
・
リ

ン
な
ど
の
養
分
を
吸
収
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。 

　
河
川
水
が
流
入
し
て
い
る
海
域
に
は
海
藻
が
茂

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
先
生
は
、
川
を
通
し

て
海
に
供
給
さ
れ
る
鉄
の
形
態
に
つ
い
て
の
研
究

に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。 

　
そ
の
結
果
、
木
の
葉
が
落
ち
て
腐
葉
土
が
で
き
る

課
程
で
生
ま
れ
る
フ
ル
ボ
酸
に
注
目
し
た
。
腐
葉
土

が
積
み
重
な
る
と
空
気
の
通
り
が
悪
く
な
り
無
酸

素
の
部
位
が
で
き
る
。
土
中
の
鉄
は
酸
素
が
無
け
れ

ば
イ
オ
ン
化
す
る
。
イ
オ
ン
化
し
た
鉄
と
フ
ル
ボ
酸

の
相
性
が
よ
く
、
結
合
し
て
フ
ル
ボ
酸
鉄
と
な
る
。

こ
の
形
に
な
る
と
、
酸
素
と
出
会
っ
て
も
酸
化
し
な

い
。
そ
の
ま
ま
の
形
で
川
か
ら
海
に
届
き
、
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
、
海
藻
に
吸
収
さ
れ
る
、
と
い
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
世
界
で
初
め
て
発
見
し
た
の
で
あ
る
。 

　
北
海
道
の
日
本
海
側
は
江
戸
時
代
か
ら
ニ
シ
ン

漁
で
栄
え
た
所
で
あ
る
。
ニ
シ
ン
は
釜
で
茹
で
ら
れ
、

ま
ず
魚
油
を
搾
る
。
魚
体
は
天
日
で
乾
燥
さ
せ
、
北

前
船
で
瀬
戸
内
海
ま
で
運
ば
れ
、
藍
や
綿
の
栽
培
の

肥
料
に
な
っ
た
。 

　
ニ
シ
ン
を
煮
る
に
は
薪
が
必
要
で
あ
る
。
里
山
か

ら
伐
採
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
に
な
る
と
北

海
道
開
拓
の
時
代
と
な
り
、
桁
の
違
う
森
林
伐
採
が

続
い
た
。
近
代
に
な
り
、
海
沿
い
に
道
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 
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注

大
川
流
域
の
開
発

河
川
水
の
汚
れ

に
よ
り
生
産
力
を
失
っ
た
海
の
復
活
が
目
的
で
あ

っ
た
。 

　
一
般
的

川

流
入
す

海

塩
水

の

海
と
で
は
生
物
生
産
量
は
約
三
十
倍
違
う
と
い
わ

れ
て
い
た
。
特
に
牡
蠣
の
産
地
は
全
世
界
、
河
川
水

海
道
開
拓
の
時
代

桁
の
違

森
林
伐
採

続
い
た
。
近
代
に
な
り
、
海
沿
い
に
道
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

　
行
っ
て
み
る
と
一
目
瞭
然
、
海
岸
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
少
な
く

な
っ
た
フ
ル
ボ
酸
鉄
は
海
に
届
か
な
く
な
っ
た
。
そ

う
み
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

　
ち
な
み
に
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、
大
手
製
鉄
会
社

で
あ
る
新
日
鐵
㈱
に
よ
り
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
と
腐
葉
土

を
混
ぜ
た
も
の
を
ヤ
シ
ガ
ラ
繊
維
の
袋
に
入
れ
、
水

際
に
埋
め
て
お
く
と
、
半
年
後
、
コ
ン
ブ
が
大
量
に

増
え
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
松
永
先
生
の
説
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。 

　
一
九
九
三
年
と
九
四
年
の
二
年
に
わ
た
り
、
松
永

先
生
に
よ
っ
て
気
仙
沼
湾
の
生
物
生
産
と
大
川
の

関
わ
り
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。 

　
そ
し
て
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。 

①
気
仙
沼
湾
に
お
け
る
栄
養
塩
（
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
・

ケ
イ
ソ
な
ど
の
塩
）
の
約
九
〇
％
は
大
川
が
供
給

し
て
い
る
。 

②
気
仙
沼
湾
に
大
川
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
鉄
の

七
〇
％
は
フ
ル
ボ
酸
鉄
で
あ
る
。 

③
塩
分
を
含
む
海
水
は
比
重
が
大
き
い
た
め
沈
み
、

川
の
水
は
比
重
が
小
さ
い
の
で
表
面
に
浮
く
。
と

こ
ろ
が
気
仙
沼
湾
で
は
地
形
の
影
響
か
、
水
深
二

十
メ
ー
ト
ル
ま
で
河
川
水
が
潜
り
込
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
深
い
所
ま
で
養
分
が
届
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。 

　
牡
蠣
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
ウ
ニ
、
ア
ワ

ビ
な
ど
、
気
仙
沼
湾
で
の
生
産
額
は
約
二
十
億
円
で

あ
る
。 

　
松
永
先
生
の
調
査
結
果
は
、
そ
の
九
割
、
十
八
億

円
分
は
、
大
川
の
恵
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
リ
ア

ス
式
海
岸
と
は
、
そ
の
よ
う
な
所
な
の
で
あ
る
。 

　
日
本
列
島
は
約
四
十
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
周
り
を
囲
む
海
の
一
割
、
四
万
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
海
藻
（
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
な
ど
）
を
生
や

す
と
、
そ
の
バ
イ
オ
マ
ス
は
日
本
が
排
出
し
て
い
る

二
酸
化
炭
素
を
全
部
吸
収
す
る
と
計
算
で
き
る
。
そ

の
海
藻
は
エ
タ
ノ
ー
ル
化
が
可
能
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

エ
タ
ノ
ー
ル
と
同
量
に
な
る
と
い
う
。 

　
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
チ
ン
博
士
の
試
算
で
は
、
南
極

海
に
三
十
万
ト
ン
の
鉄
を
供
給
す
る
と
地
球
は
寒

冷
化
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
海
と
鉄
と
の

関
わ
り
を
抜
き
に
し
て
地
球
の
未
来
は
語
れ
な
い

の
で
あ
る
。 

 

牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
代
表
、
牡
蠣
養
殖
業
。
1
9
4
3
年
中
国

生
ま
れ
。
高
校
卒
業
後
、
牡
蠣
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
に
従
事
。
家

業
の
か
た
わ
ら
「
森
は
海
の
恋
人
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

気
仙
沼
湾
に
注
ぐ
大
川
上
流
の
室
根
山
へ
植
樹
運
動
を
始
め

る
。「
森
は
海
の
恋
人
」
運
動
に
お
い
て
、
朝
日
森
林
文
化
賞
、

「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
国
務
大
臣
環
境
庁
長
官
表

彰
、
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
る
。

主
な
著
書
は
、『
カ
キ
じ
い
さ
ん
と
し
げ
ぼ
う
』（
講
談
社
）、『
日

本
汽
水
紀
行
』（
文
藝
春
秋
）、『
鉄
が
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
』（
文

藝
春
秋
）、『
森
は
海
の
恋
人
』（
文
春
文
庫
）
な
ど
。 

　
畠
山
　

重
篤
（
は
た
け
や
ま
・
し
げ
あ
つ
） 
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